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◆バス利用者

Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ２２

４，１００万人

３，１００万人

２，４００万人

約４０%減
１０年間で

新潟市のこれまでのバス交通環境

利用者の減少 サービス維持困難

悪循環

※資料：新潟交通グループ

◆バス運行便数

Ｈ１３ Ｈ２４

３，２０８本

４，０３４本

１０年間で

約２０%減

路線の減便・廃止などの
サービス低下

悪循環



持続可能なバス交通体系の構築を目指して

１８８９年
市制施行
新潟市誕生 １９９６年

中核市
移行

２００７年
政令指定都市

移行

オムニバスタウン ＢＲＴ・新バス

１９４３年
新潟交通株式会社

設立

１９７３年
万代シテイ誕生

２０００年
東京証券取引所
第二部上場

オムニバスタウン
事業

ＢＲＴ・新バス
システム事業



都心アクセスの強化

生活交通の確保維持･強化

都心部での移動円滑化

具体的な手法として

多核連携型の都市構造を支える交通

地域の快適な暮らしを支える交通

市街地の賑わいと都市の活力を創出する交通

公共交通施策の展開 ～にいがた交通戦略プラン～
＜３つの視点＞ ＜基本方針＞

新バスシステムの導入 ～持続可能な公共交通体系の構築～
新バスシステム＝「新たな交通システム(BRT)導入」＋「全市的なバス路線再編」

都心部での移動円滑化

区バス

住民バス

生活交通の充実都心ｱｸｾｽの強化



オムニバスタウン事業（平成１９～２４年度）

Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

平成19年から平成23年にかけてノンステップバスを110台導入

ICカード「りゅーと」 キャラクター
乗車時

ＩＣカード流通枚数は 約20万枚 （Ｈ31.2時点）



６５歳以上の方

バスの運賃が半額

高齢者おでかけ促進事業「シニア半わり」

Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

バスの運賃が半額

おでかけを促進

まちなかの活性化

健康寿命の延伸

H30年度末参加者数
3万8千 人（65歳以上人口の約16%が参加）



アンバランス

持続していく公共交通のすがた ～新バスシステム導入イメージ～

＜これまでのバス交通＞

＜ＢＲＴ・新バスシステム＞

都心部でのＢＲＴ導入とゾーンバスシステムによる路線再編

Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

郊外：減便・廃止が進む 都心部：過剰気味なバス運行

◆乗り換え拠点を整備◆郊外ではバス路線を再編 ◆まちなかではＢＲＴを導入

＜ＢＲＴ・新バスシステム＞



全国に先駆けてバス交通に「公設民営方式」を導入

行政
新潟市

運行事業者
新潟交通株式会社

運行事業協定

全市的にバスの年間走行距離
（バスサービス）を維持・確保

連節バス車両

交通結節点 ＢＲＴ路線の運行

施設を整備/連節バス車両を購入

運行事業協定



みなと循環線

ＢＲＴ・新バスシステムの事業効果

３，０１７本

３，３１２本

●郊外路線を中心とした増便効果 ●７つの新設路線

（１日あたり）

３，４６９本

２９５本２９５本
増便増便

青山交通結節点

３，０１７本

【開業前（計画時）】 【現在】

◆BRT（萬代橋ライン）を除く運行本数の推移

●交通結節点の整備

【開業当初】



多様多種なＭＭ施策（平成２８・２９年度）

Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度



多様多種なＭＭ施策（平成３０年度）

Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度



展示物：パネル、顔出しパネル、バスの乗り方案内
小型ノンステップバス、連節バス

配布物：チラシ各種、ノベルティ
その他：公共交通に関するクイズ・アンケートの実施

バス車両展示会・ＭＭブース（平成１９年度～）

Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

0%

20%

40%

60%

80%

100%

あてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

ややあてはまる

あてはまる

ＢＲＴ・新バスシステムに興味を持ちましたか？
（平成３０年度 参加者へのアンケート結果より）



ＢＲＴ・新バスシステムのＰＤＣＡサイクル

新バスシステム事業運営協議会
⇒運行方針の協議・決定
⇒運行計画改善案の作成
⇒市民、利用者への説明

新バスシステム事業評価委員会
⇒事業の運営確認
⇒事業の評価・検証
⇒事業の改善に向けた意見の提出

意見

報告《 新潟市・新潟交通 》

《 第三者委員会 》
Ｃ チェック

Ａ アクション

市民、利用者への説明

ＢＲＴ・新バスシステム改善目安箱
市ホームページ・電話問い合わせ 等

各区の生活交通改善プラン

運行計画
への反映

方向性
の反映

意見







バス利用者数の変化

前年比、１年目０．８％増
２年目２．５％（約５７．５万人）増
３年目２．３％ （約５３．７万人）増

ＢＲＴ・新バスシステム開業以降、
バス利用者数が増加！

利用者数は、
平成１２年からの
１０年で４０％減少

平成２７年
新バスシステム
開業



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました
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